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3 .   キ ャ リ ア の 形 成  

 

製織技術者として一歩一歩地歩を固める  

 

 藤 高 に 入 社 し て 1 0 年 が 経 っ た 頃 、 豊 田 一 也 氏 は 、 1 9 70 年 3 月

に 今 治 市 出 身 で 保 母 を し て い た 啓 子 氏 と 結 婚 し 所 帯 を 持 っ た 。 そ し

て 、 2 人 の 女 の 子 に 恵 ま れ た 。 所 帯 を 持 ち 仕 事 に ま す ま す 精 が 出 る

豊 田 氏 は 、1 9 7 5 年 1 0 月 、3 2 歳 の と き に 難 関 の 国 家 技 能 検 定（ タ

オ ル ジ ャ カ ー ド 織 機 調 整 作 業 ） 1 級 を 取 得 し た 。 技 術 の 進 歩 は 日 進

月 歩 で あ り 、 豊 田 氏 の 切 磋 琢 磨 は そ の 後 も つ づ く 。  

 藤 高 で は 、 時 代 の 経 過 と と も に 設 備 が 新 し く な り 、 自 動 織 機 か ら

革 新 織 機 へ の 時 代 を 迎 え た 。 革 新 織 機 の 本 格 的 導 入 の 契 機 と な っ た

の は 、 198 0 年 代 に お け る 日 本 の D C ブ ラ ン ド   や ヨ ー ロ ッ パ の

ハ イ フ ァ ッ シ ョ ン ブ ラ ン ド の 流 行 で あ る 。 従 来 、 ブ ラ ン ド の ロ ゴ は

シ ン プ ル な も の で あ り 、 タ オ ル 地 に 織 り 込 む 際 に １ 色 の 緯 糸 の 装 備

で 十 分 で あ っ た 。 し か し 、 高 級 イ メ ー ジ を 持 つ ブ ラ ン ド の ロ ゴ は 複

雑 で 、 少 な く と も 2、 3 色 の 緯 糸 の 装 備 を 必 要 と し た 。 そ こ で 、 藤

高 で は 思 い 切 っ て ド イ ツ 製 の 革 新 織 機 を 導 入 し 、 ジ ャ カ ー ド と ド ビ

ー の 両 方 に 使 え る よ う に 特 殊 な 改 造 を 施 し 、 大 き な 設 備 投 資 を お こ

な っ た 。  

藤 高 の 工 場 に 最 初 に 導 入 さ れ た 革 新 織 機 は 、 レ ピ ア 織 機 で あ る 。

藤 高 で は 、 高 級 ブ ラ ン ド の 名 入 れ 用 の み な ら ず 、 多 様 な デ ザ イ ン の

タ オ ル づ く り を 目 指 し て い た た め 、 比 較 的 安 定 し て 多 色 の 緯 糸 で タ

オ ル 製 織 が で き る レ ピ ア 織 機 を 主 力 と し て 設 備 を 整 え た 。 レ ピ ア 織

機 に 備 え 付 け ら れ た ジ ャ カ ー ド 機 に は 、 エ ン ド レ ス カ ー ド （ 厚 紙 を

無 端 状 に 連 結 し た 積 層 紙 ） が 使 用 さ れ た 。 エ ン ド レ ス カ ー ド の 紋 紙

彫 機 は 自 社 に 設 置 さ れ 、 必 要 時 に い つ で も エ ン ド レ ス カ ー ド を 作 成

で き た 。  

レ ピ ア 織 機 が 導 入 さ れ る 以 前 は 、 紋 紙 を 使 わ ず フ ロ ッ ピ ー を 使 っ

て デ ー タ を 制 御 す る 佐 和 染 織 工 芸 （ 株 ）   製 の ダ イ レ ク ト ジ ャ カ

LOOKS
ノート注釈
和製英語で、DはDesigner's、CはCharacter'sを指す。日本のアパレルメーカーによる高級ファッションのブランドの総称であり、1980年代に日本国内で社会的な流行となった。例えば、川久保玲（コムデギャルソン）、山本耀司、三宅一成、菊池武夫などデザイナーの名前を全面に出し、個性豊かなブランドが生まれた。

LOOKS
ノート注釈
1978年に紋紙のいらないダイレクトジャカード機の実用機第1号を発表し、全国の織物産地に流通。現在は倒産して「佐和」の名前が付いたジャカード機を他社が製造している。
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ー ド 機 が 試 織 部 の 工 場 に 導 入 さ れ 、 同 時 に ジ ャ カ ー ド 機 の デ ー タ を

作 成 す る C A D シ ス テ ム も 設 置 さ れ 、自 社 で C G S   を 作 成 で き る

よ う に し て い た 。 お か げ で 、 新 し い 織 物 を 考 案 す る と 自 分 で フ ロ ッ

ピ ー を 作 成 し て 製 織 で き た た め 、 以 前 の よ う に 紋 工 所 に 依 頼 す る 必

要 が な く 、 自 由 に 織 物 組 織 の 研 究 が で き る よ う に な っ た 。  

レ ピ ア 織 機 の 採 用 に よ っ て エ ン ド レ ス カ ー ド に 代 替 す る が 、 エ ン

ド レ ス カ ー ド の 作 成 は 前 述 の よ う に 藤 高 で は 自 社 で お こ な っ て い た 。

エ ン ド レ ス カ ー ド を 使 っ た ジ ャ カ ー ド 機 を 活 用 し て 上 糸（ パ イ ル 糸 ）

も 下 糸 も ジ ャ カ ー ド で 吊 る 総 吊 り を 考 案 し 、 多 色 の 緯 糸 を 使 い ボ ー

ダ ー 部 分 に 複 雑 な ブ ラ ン ド ロ ゴ や 模 様 を 入 れ た タ オ ル を つ く っ た り 、

多 重 ガ ー ゼ 織 り や パ イ ル ガ ー ゼ 織 り な ど 変 化 に 富 む タ オ ル を つ く っ

た り 、 他 社 に 先 駆 け て 多 色 ボ ー ダ ー の 紋 織 タ オ ル を 生 産 で き た 。  

そ の 後 、 藤 高 で は 、 ス イ ス 製 の 高 速 革 新 織 機 の 導 入 に 合 わ せ て 電

子 ジ ャ カ ー ド 機 の 導 入 を 決 め 、 さ ら な る 合 理 化 を 推 し 進 め た 。 電 子

ジ ャ カ ー ド 機 は 、電 子 信 号 に よ っ て 経 糸 の 上 が り 下 が り を 制 御 で き 、

フ ロ ッ ピ ー や コ ン ピ ュ ー タ な ど の メ デ ィ ア か ら 直 接 ジ ャ カ ー ド 機 に

デ ー タ が 出 力 さ れ る の が 特 徴 で あ る 。  

こ の よ う に 、 普 通 織 機 か ら 自 動 織 機 、 革 新 織 機 へ と 時 代 と と も に

技 術 が 大 き く 変 わ っ て も 、 豊 田 氏 は 新 し い 技 術 に 応 じ て 現 状 に 満 足

す る こ と な く 、 日 々 新 し い ス キ ル を 身 に 付 け て い っ た 。 製 品 開 発 の

ヒ ン ト は 日 々 の 活 動 の な か か ら 生 ま れ た 。 全 国 の 織 物 産 地 へ の 視 察

や J F W ジ ャ パ ン ク リ エ ー シ ョ ン   へ の 参 加 な ど を と お し て 、 タ

オ ル 織 機 の 無 限 の 可 能 性 を 確 信 し 、ア パ レ ル 生 地 の 生 産 や 異 素 材（ ウ

ー ル や 麻 な ど ）を 使 っ た タ オ ル 生 産 に も チ ャ レ ン ジ し た こ と も あ る 。

か つ て 豊 田 氏 が 生 産 し た ア パ レ ル 生 地 は 、 日 本 の D C ブ ラ ン ド を 牽

引 し た コ ム デ ギ ャ ル ソ ン の パ リ コ レ に 採 用 さ れ た 。  

ア パ レ ル 生 地 の 生 産 は 面 白 味 が あ っ た が 、 手 間 暇 か け て 期 待 以 上

の 生 地 が 製 織 で き て も 生 地 だ け の 値 段 し か つ か な い 。 そ の 生 地 を 使

っ て 有 名 デ ザ イ ナ ー が ド レ ス を つ く る と 1 着 3 0 万 円 に 跳 ね 上 が る 。

例 え ば 、「 メ ー タ ー 2 , 5 0 0 円 で 買 い ま す よ と 打 診 さ れ て も 、 少 量 ・

LOOKS
ノート注釈
コンピューター・グラフィックス・システム（Computer Graphics System）の頭文字で、京都の西陣織工業組合が制定した紋紙をフロッピーディスクに入力するための規格。

LOOKS
ノート注釈
一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構が主催する大規模な展示会。同機構は、「日本の繊維・ファッション産業のさらなる国際競争力の強化、発展を図ることを目的に、川上から川下にわたる、繊維・ファッション製造業者、ファッションデザイナー、流通業者が大同連携して2005年に設立」（同機構H Pより）されたもので、情報発信・情報受信の貴重な場となっている。



「タオルびと」2021 年 10 月号（豊田一也氏編③） 

 

 

3 

Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

小 ロ ッ ト で し か 売 れ な い の で 、 タ オ ル ケ ッ ト を 織 っ て い る 方 が だ い

ぶ 苦 労 せ ん で も 織 れ る 」 と い う わ け で あ る 。 タ オ ル の よ う に 完 成 品

ま で 自 社 で 生 産 で き れ ば 多 少 の 利 益 は 見 込 め る が 、 ア パ レ ル 生 地 の

場 合 は デ ザ イ ナ ー に よ る デ ザ イ ン が す べ て の 付 加 価 値 を 決 め る た め 、

採 算 度 外 視 の 覚 悟 で 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い 領 域 で あ る 。「だ け ど

勉 強 に は な り ま し た 」 と 豊 田 氏 が 言 う よ う に 、 こ の 経 験 か ら タ オ ル

の 原 料 と な る 綿 糸 の 開 発 に 乗 り 出 し た 。 藤 高 に と っ て は あ ま り メ リ

ッ ト の な い 試 み で あ っ た が 、 中 空 糸 の 「 ス ピ ン エ ア ー 」   と い う

綿 糸 を 倉 敷 紡 績 （ 株 ） と タ ッ グ を 組 ん で 開 発 し た 。 綿 糸 開 発 も さ ま

ざ ま な 原 因 で 何 度 も 失 敗 し 試 行 錯 誤 の 連 続 で あ っ た が 、 タ オ ル 製 品

の バ リ エ ー シ ョ ン を 増 や す う え で 貴 重 な 知 識 を 得 た 。 豊 田 氏 は 、 ス

ピ ン エ ア ー の 失 敗 原 因 か ら ヒ ン ト を 得 て 無 撚 糸 シ ャ ー リ ン グ （ 蒸 し

シ ャ ー リ ン グ ） を 編 み 出 し 、 模 様 が 浮 き 上 が る と い う 従 来 に な い 特

徴 的 な タ オ ル を 製 品 化 し ヒ ッ ト さ せ た 。  

こ う し た 数 多 く の 経 験 を へ て 培 っ た 豊 田 氏 の 技 術 は 、 社 内 の み な

ら ず 外 部 か ら も 評 価 さ れ る よ う に な っ た 。ま ず 1 9 9 3 年 1 1 月 に 愛

媛 県 技 能 士 会 か ら 会 長 表 彰 （ 優 秀 技 能 者 ） を 受 け 、 技 術 者 と し て 確

実 に 地 歩 を 固 め て い っ た 。 つ い で 、 2 0 0 4 年 1 2 月 に 「 ジ ャ パ ン ・

ク リ エ ー シ ョ ン 20 05 テ キ ス タ イ ル コ ン テ ス ト 」で 入 選 を 果 た し た 。

さ ら に 、 2 00 5 年 に 世 界 初 の フ ル カ ラ ー の タ オ ル 「 五 彩 織 り 」 を 開

発（ 特 許 出 願 番 号：20050 6296 2）し 、こ の 作 品 は 201 2 年 に「 も

の づ く り 日 本 大 賞  経 済 産 業 大 臣 賞 」 を 受 賞 し た 。  

 

 

2 0 0 5 年 か ら 経 済 産 業 省 、 国 土 交 通 省 、 厚 生 労 働 省 、 文

部 科 学 省 に よ っ て 主 催 さ れ 、「 も の づ く り 」に 携 わ る 各 世

代 の 人 材 の な か で 、 と り わ け 優 秀 と 認 め ら れ た 人 材 を 顕

彰 し て い る  

 

LOOKS
ノート注釈
製品の詳細については以下を参照。山内一平「コットン中空糸『スピンエアー』一般社団法人日本繊維機械学会「繊維機械学会誌」第52巻7号、1999年、307-310頁。
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タ オ ル 地 を ア ッ プ で 見 る と 細 か い 織 り で 表 現 さ れ て い る の が わ か る  

現 役 時 代 に 携 わ っ た 数 々 の サ ン プ ル を 前 に

解 説 す る 豊 田 一 也 氏  

藤 高 本 社 に 展 示 し て あ る 豊 田 一 也 氏 に よ る 、ゴ ッ ホ「 ド

ー ビ ニ ー の 庭 」（ 左 上 ）、 セ ザ ン ヌ 「 リ ン ゴ と オ レ ン ジ の

あ る 静 物 」（ 右 上 ）、 モ ネ「 睡 蓮 」（ 左 下 ） を 模 し た タ オ ル  
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平 日 は 仕 事 詰 め だ っ た が 、休 み の 日 は 藤 高 の「 Se k a i t u r u」と 名 付

け ら れ た チ ー ム で 軟 式 野 球 を し て 交 流 を 深 め 、 ま た 地 元 の ソ フ ト ボ

ー ル の チ ー ム「 B ac c h ds（ バ ッ カ ス ）」に も 所 属 し て ソ フ ト ボ ー ル に

も 興 じ 、 ス ポ ー ツ を し て リ フ レ ッ シ ュ し て い た 。 ち な み に 、 藤 高 の

「 Se k a i t u r u」は 、戦 前 の 看 板 ブ ラ ン ド「 世 界 鶴 」か ら 命 名 さ れ 、「世

界 鶴 」 は 藤 高 創 業 者 の 藤 高 豊 作 氏 の 妻 ・ ツ ル 枝 氏 の 名 前 か ら 付 け ら

れ た も の で あ る （ 株 式 会 社 藤 高 H P）。  

 

 

   

S e k a i t u r u の ユ ニ フ ォ ー ム を 着 た 軟

式 野 球 チ ー ム の メ ン バ ー  

前 列 右 か ら 2 番 目 が 豊 田 一 也 氏  

 

タ オ ル 織 機 を 使 っ た ア パ レ ル 生 地  
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初代タオルマイスター任命  

 

豊 田 氏 は 、 長 年 の 藤 高 で の 功 績 と 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 （ 現 ・ 今 治

タ オ ル 工 業 組 合 ） な ど に お け る 活 動 が 認 め ら れ 、 2 00 8 年 に 初 代 タ

オ ル マ イ ス タ ー に 任 命 さ れ た 。 タ オ ル マ イ ス タ ー 制 度 設 立 時 に 同 組

合 が 設 け た 定 義 に よ る と 、タ オ ル マ イ ス タ ー 制 度 と は 、「知 識 と 経 験

に 裏 打 ち さ れ た 最 高 の 技 術 と 技 能 を 身 に つ け 、 後 進 の 指 導 育 成 と 技

術 ・ 技 能 の 継 承 に 貢 献 し 、 併 せ て 地 域 社 会 に 貢 献 す る 資 質 人 格 を 兼

ね 備 え た 技 術 者 を 顕 彰 す る と と も に 、 次 代 を 担 う 若 手 技 術 者 並 び に

中 級 ・ 上 級 技 術 者 へ 模 範 を 示 し 、 技 術 と 技 能 の 継 承 を 進 め て い く た

め の 制 度 」 で あ り 、 タ オ ル マ イ ス タ ー に 任 命 さ れ る 技 術 者 は 以 下 の

要 件 を 満 た す 者 で あ る 。  

 

①  実 務 経 験 2 0 年 以 上  

②  技 能 検 定「 職 種：織 機 調 整 」1 級 合 格 者 、も し く は 新 技 能 検

定（ 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 社 内 技 能 検 定「 職 種：タ オ ル 製 造 」）

1 級 合 格 者  

③  職 業 訓 練 指 導 員 免 許 取 得 者  

④  後 進 を 指 導 育 成 す る 事 業 や 会 に 協 力 し た 貢 献 し た 実 績 が あ

地 元 ソ フ ト ボ ー ル 部 の バ ッ カ ス  

前 列 中 央 の 賞 状 を 持 っ て い る の

が 豊 田 一 也 氏  
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り 、今 後 も 次 代 を 担 う 技 術 者 へ の 知 識・技 能 の 伝 達 に 貢 献 で

き る 者  

⑤  本 人 並 び に 所 属 す る 組 合 員 企 業 の 同 意 が 得 ら れ る こ と  

  

上 記 の 厳 し い 要 件 を 満 た し た 技 術 者 の 中 か ら 、 当 時 は 四 国 タ オ ル

工 業 組 合 内 に 設 置 さ れ た 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト の 「 ジ ャ パ ン ブ ラ

ン ド 人 材 育 成 部 会 」（ 現 在 は 今 治 タ オ ル 工 業 組 合「 ヒ ュ ー マ ン リ ソ ー

ス ワ ー キ ン グ グ ル ー プ（ W G）」）の 推 薦 決 議 を 得 た の ち 、理 事 会 の 決

定 に よ っ て タ オ ル マ イ ス タ ー が 選 出 さ れ た 。 そ し て 、 今 治 商 工 会 議

所 、 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 、 今 治 市 か ら 初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー と し て

以 下 の 4 名 が 正 式 に 認 定 さ れ た 。  

 

 認 定 第 １ 号  豊 田 一 也  所 属 企 業  ㈱ 藤 高  

 認 定 第 ２ 号  谷 口 史 郎  所 属 企 業  ㈱ オ リ ム  

 認 定 第 ３ 号  山 田 克 弘  所 属 企 業  吉 原 タ オ ル ㈱  

 認 定 第 ４ 号  阿 部 洋 三  所 属 企 業  ㈱ 橘 屋  

                   ＊ 所 属 企 業 は 任 命 当 時  

 

2 0 0 8 年 1 0 月 1 7 日 、「 今 治 タ オ ル メ ッ セ 」   （ 今 治 市 ）に て

叙 任 式 が 開 催 さ れ 、上 記 4 名 の 技 術 者 は 、多 く の 人 た ち が 見 守 る 中

で 初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー の 称 号 が 与 え ら れ た （ 谷 口 史 郎 氏 に つ い て

は 2 0 1 8  年 1 2  月 号 〜 2 0 1 9 年 3 月 号 を 参 照 ）。こ の と き 、朝 日 新

聞 （ 2 0 0 8 年 1 0 月 1 8 日 朝 刊 ） な ど の マ ス コ ミ で も ニ ュ ー ス と し

て と り 上 げ ら れ 、 全 国 的 に も 話 題 と な っ た 。  

 ま た 、豊 田 氏 は 、初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー 就 任 の 少 し 前 の 同 年 2 月

に 職 業 訓 練 指 導 員 免 許 を 取 得 し 、 広 く 今 治 タ オ ル 業 界 の た め に 後 進

の 指 導 に 従 事 す る よ う に な っ た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

LOOKS
ノート注釈
当時の四国タオル工業組合主催の今治タオルの見本市。2008年10月17日の今治タオルメッセでは、地元タオルメーカーの新作が500点ほど展示され、全国のタオル問屋など関係者600人ほどが今治に集まった。
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当 時 の 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 理 事 長 ・ 藤 高 豊 文

氏 （ 左 ） か ら タ オ ル マ イ ス タ ー の 任 命 を 受 け

る 豊 田 一 也 氏 （ 右 ）  

（ 写 真 出 典 ： 今 治 工 業 タ オ ル 組 合 ）  

叙 任 式 で の 豊 田 一 也 氏  

（ 写 真 出 典 ： 今 治 工 業 タ オ ル 組 合 ）  


